


そのひは、エゾゼミのよくなく、はれたなつのひでした。
ていねやまにすむキタキツネのくうすけは、
にゅうどうぐものうかぶあおぞらをみつめて、
ぼそりとつぶやきました。
「ああ、きれいなほしのくににいきたいな。」



「そうだ !」

くうすけはもりからざいりょうをあつめはじめました。
「うんとおおきく、くもよりたかくとべるつばさをつくろう！
そうすればもきれいなほしのくににたどりつけるはずさ。」



「なにをしているの？」エゾユキウサギのミイと、
エゾリスのキイタがやってきました。
「うんとおおきく、くもよりたかくとべるつばさだよ！
これをつくって、きれいなほしのくにいくのさ。」
「わあ、たのしそう！」
   ミイもキイタも、おおきなめをキラキラさせながらいいました。
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♪ おやまのてっぺんにおおきなつばさ。
うんとおおきく、くもよりたかく、
ヤナギのほねぐみくみたてて、
カエデのはっぱをくっつけて、
しあげにおかざりリラのはな！

みんながおうたをうたっていると、
うわさをきいたアオダイショウのカッちゃん、エゾシカのルルも、
くうすけのおてつだいをしにやってきました。
「オレッちもてつだいたいな」
「アタシもまぜてちょうだい。」



ついに、おおきなつばさがかんせいしました。
「おやおや、たまげたわい！」
「あたいのつばさよりもおおきいわ。」
エゾフクロウのさくたろう、
クロスズメのチッチもおおよろこび。
「でも、こんなおおきなつばさを、
どうやってとばすのじゃ？」
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「おやおや、たまげたわい！」
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「でも、こんなおおきなつばさを、
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「はっはっは、わしがたすけてやろう。」



「さあさ、つかまって。さん・・・に・・・いち、そおれ！！」
もりいちばんのちからもち、ヒグマのでんたがおおきなつばさを
おしだすと、どうぶつたちをのせておおぞらにまいあがりました。
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ゆうがたのかぜは、つめたいかぜにかわっていきました。
「とっぷうだ！みんなつかまれー！」
バリバリ、メキメキ！おおきなつばさから、はげしいおとがしました。
もうダメかもしれない。みんなのこころのなかで、
そんなおもいがうかんだとき・・・
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おおきなつばさからなげだされたどうぶつたちは、
しりもちをついてしまいました。
「おーいたた・・・・・・」

おおきなつばさからなげだされたどうぶつたちは、
しりもちをついてしまいました。
「おーいたた・・・・・・」

ガッシャーン！ガッシャーン！



「いいえ、わたしたちはホタルです。
にしおかこうえんの、
きれいないけにすんでいるのですよ。」

「だいじようぶですか？」
「おけがはないですか？」
くうすけが、こえのするほうにめをむけると、
かがやくほしたちがしゃべっているではありませんか。
「わあ！ほしがしゃべったよう！」



みあげると、ホタルのひかりと、まんてんのほしぞら。
まるでキラキラひかるほしのくにのようです。
どうぶつたちは、うつくしいよぞらを、
いつまでも、いつまでも、ながめていましたとさ。
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